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た。さらに Crigler-Najjar症候群 H型患者にビリルビン UDPー グルク口ニルトラ
ンスフエラーゼのミスセンス突然変異があり、遺伝子解析からもこの症候群が常染
色体性劣性遺伝をすることも世界で最初に報告した。
